日本ウマ科学会　2012年度　第3回常任理事会議事概要
日　 時：2012年7月26日（木）12：00～15：30

場　 所：JRA本部（西新橋）　7階　第1会議室

出席者：菅野会長、徳力副会長・国際担当常任理事、安斉副会長
上野庶務担当常任理事、半澤会計担当常任理事、

田谷編集担当常任理事、石田学術担当常任理事、
蘆原　事務局長　（欠席）青木広報担当常任理事

議事概要：
1．委員会報告ならびに委員会
1）学会賞選考委員会報告
石田常任理事より、田谷常任理事が候補者として推薦されたため、田谷常任理事を除く選考委員により学会賞候補者（推薦による候補者3名）について厳正に審査し、田谷会員を推すことに決定したことが報告された。
2）功労賞選考委員会
功労賞候補者として徳力会員の推薦状が提出され、功労賞選考委員会が開催された。その結果、徳力会員の功績は受賞に相応しいことから、徳力会員を受賞候補者とすることとなった。

3）名誉会員選考委員会
名誉会員候補者として小川前会長の推薦状が提出され、名誉会員選考員会が開催された。その結果、小川前会長は名誉会員としての条件を十分満たしているため、名誉会員候補者とすることが決定した。

4）その他

各委員会の選考結果を理事会で諮り、正式決定した場合は、懇親会の席上で各受賞者を紹介することを確認した。
2．第25回学術集会（案）について

1）日程、会場、プログラム、シンポジウムについて（説明：石田常任理事）
12月3、4日に開催される学術集会のプログラムとシンポジウムの案について説明がなされ、シンポジウムでは「日本在来馬の現在と活用の道（仮題）」と題して、5名のシンポジストによる発表が行われることが報告された。これらについては原案どおり承認された。

2）理事会、評議員会、総会について（説明：上野常任理事）
理事会、評議員会は初日の昼休みの時間帯に実施し、総会は2日目午前の一般講演終了後に実施されることが説明され了承された。
3）JRA競走馬に関する調査研究発表会、合同懇親会、ワーキンググループ活動、企業展示について（説明：事務局）
JRA競走馬に関する調査研究発表会は、例年どおり同時開催され、合同懇親会については、昨年同様に東大生協第２食堂で開催する予定であることが説明され了承された。またワーキンググループの活動に関する進捗状況について説明があった。

3．その他
1）事務局報告（事務局）
（1）JRAおよび地全協からの賛助金について報告された。
（2）2月に開催されたヒポファイル編集委員会について報告された。
（3）「競走馬の育成ハンドブック」編集の進捗状況について報告があり、順調に進んでいることが紹介された。
（4）3月に1件申請のあった渡航支援の概要について報告された。
（5）日本獣医学会誌に本学会の紹介記事が掲載されたことが紹介された。

2）ウマ用語集について（報告：石田常任理事）

誤植等を修正した上で1000部増刷し、未配布会員230名への送付と新規入会者への配布を再開したことが報告された。

3）会則および規程改正について（提案：上野常任理事）
会則および規程の一部に現状にそぐわない部分が見られるため、改正したい旨提案があり、修正すべき条項について説明があった。この提案を受け、会則および各種規程の見直し案の検討を、次回の常任理事会までに事務局が行うこととなった。
4）委員の変更について（提案：石田常任理事）

学術活動の活性化のため、学術委員を増やすことが提案された。そのための規程の改正と委員の変更案については、次回の常任理事会までに関係者が検討することとなった。

5）その他（提案：安斉副会長）
（1）11月に発刊予定の「馬の医学書・第2版」の紹介を学術集会で実施したい旨提案があり了承された。
（2）学会賞の選考基準を、幅広い対象者から選考できるように変更してはどうかとの提案があり、それに対して意見交換が行われた。この件については、今後も継続して検討していくこととなった。

閉会15：30

